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 H2株式会社 

 スマートインスリンペンと連携するアプリ機能をリリース 
 投与量などの可視化で糖尿病患者さんの⾃⼰管理と治療改善を⽬指す 

 【背景】 
 糖尿病治療の最新デバイスやICTが開発されている昨今、インスリン発⾒から100年の翌年 
 である2022年に、インスリンの単位数が無線転送可能なスマートインスリンペンが発売に 
 なりました。H2株式会社（東京都台東区、社⻑：エドデン）は⾃⼰管理アプリ「シンクヘ 
 ルス」の新機能として、スマートインスリンペンとの連携機能をリリース致します。 

 《シンクヘルスアプリのデータ連携イメージ》 

 【機能概要】 

 ●  転送⽅法：スマートフォンのNFC通信部分にスマートインスリンペンの通信部をか 
 ざすことでデータ転送が可能です。 

 ●  データ閲覧：シンクヘルスアプリ内の、分析画⾯（SMBG画⾯、CGM画⾯）⽇記画 
 ⾯で閲覧可能です。 

 ●  空打ち識別：スマートインスリンペンから同期したデータをサーバーにアップロー 
 ドする前に、各投与量が「空打ち」であるか独⾃の解析⽅法に基づき識別していま 
 す。 

 ●  データ共有：ご家族や友⼈との共有、医療従事者へのデータ共有が可能です。※医 
 療従事者へデータ共有を⾏うシンクヘルスプラットフォームは、別途開設⼿続きが 
 必要です。 
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 《インスリンのデータはアプリ内で分析される》 

 《インスリンデータは⾎糖値などとともに、医療従事者も閲覧可能》 

 【今後の展望】 
 インスリン療法をされている患者さんに本機能をご活⽤頂き、⾃⼰管理の促進や、医療従事 
 者とのコミュニケーションなど広く⽇本の糖尿病診療にお役⽴て頂くことを⽬指します。 

 【シンクヘルスアプリについて】 
 シンクヘルスは⾎糖値・⾎圧・体重などの測定データや、⾷事・運動・薬などの⽇常⽣活を 
 記録し、AIの分析により⽣活習慣の⾃⼰管理に役⽴てるアプリで、国内では約24万⼈が利⽤ 
 しており、世界では80万⼈以上に利⽤されています。(2022年1⽉現在) 

 【H2株式会社の会社概要】 
 住所：〒110-0005 東京都台東区上野3-2-2 アイオス秋葉原604 
 URL：  https://www.health2sync.com/ja    
 株主：SOMPOホールディンクスなど 
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